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１ はじめに 

2005年３月に，BISが３年ごとに実施している，デリ

バティブに関する調査結果の最終報告がまとまった。

BISでは，デリバティブ取引に関して，２種類の定期的

調査報告が実施されている。３年に一度行われる「外為・

デリバティブ・サーベイ」と，半年に一度行われる「吉

国委統計」である。前者は，世界各国・地域の金融機関

約1,200先（2004年度実施分，日本の金融機関88社を含む）

を対象に，主に取引高と残高を調査するもので，後者は，

主要先進国の主要金融機関61社（直近では，2005年度６

月末，日本の金融機関13社を含む）に対して，主に残高

を調査するものである。以下では，前者の報告書に基づ

く分析を行う。 

本稿で，前者に基づいて分析を実施する理由は，１つ

には，想定元本を表す残高よりも，１日当たりの取引高

を比較した方が，デリバティブ取引の実態により近いと

思われるからであり，１つには，３年ごとの調査結果を

分析することで，長期的なトレンドが明確になると考え

られるからである。 

あらかじめ，主な結果を述べておくと，第一に，世界

的には，2004年度は，スポット取引やフォワード取引が

増加した。これは，為替のトレンドが安定し，かつ，高

いボラティリティーがあったためヘッジ取引が容易であ

ったこと，また，「リアル・マネー」の投資家や「レバレ

ッジ投資家」（説明は後述）が，為替自体を投資対象と考

える投資手法を導入した結果，現物に対するニーズが増

加したことが背景にある。第二に，ヘッジ・ファンドや

商品先物会社の増加に伴い，報告対象金融機関と非報告

金融機関との取引が増加した。第三に，銀行の合併が続

き，各国市場で，主要プレーヤーによる寡占化の傾向が

続いている。日本市場の特徴としては，第一に，為替ス

ワップの取引高が相対的に多いこと，第二に，外国金融

機関のシェアが外国為替取引で50％以上，OTCデリバテ

ィブで70％以上あること，があげられる。 

 なお，外国為替取引は，ブローカー取引，DD（直接取

引），対顧客取引（インターバンク取引）に類別される。

このうち，為替スワップ取引は，外国為替直物取引とフ

ォワード取引（先渡取引）を同時に行う取引で，主に，

ブローカー取引，DD取引，対顧客取引のいずれかで約定

される。 

また，以下の分析では，外国為替取引には，為替のス

ポット取引，アウトライト・フォワード取引，為替スワ

ップ取引が含まれ，OTCデリバティブ取引には，外国為

替取引として，アウトライト・フォワード取引，為替ス

ワップ取引，通貨スワップ取引，通貨オプション取引，

金利取引として，FRA（金利先渡），金利スワップ，金利

オプション取引が含まれる。 

 

２ 世界、および、本邦市場におけるデリバティブ

の取引状況 

 

１ 外国為替の取引高（世界）
1
 

はじめに，世界全体における，外国為替取引の状況を

見てみよう。分析対象は，2005年４月の月間平均１日当

たり取引高である。３年前の調査と比較して，１日当た

りの取引高は，57％増加した。１日当たり，1.9兆ドルの

取引高であった。各国通貨がドルに対して増価したとい

う為替の影響を除いても，前回調査よりも36％増加した。

これは，1998年から2001年にかけての下落（1.5兆ドル→

1.2兆ドル）を上回る増加となった（図表１参照）。 

これについてBISでは，2001年から2004年にかけての

為替のトレンドが安定していたことと，高いボラティリ

ティがあったため，モメンタム取引が多く，このことが，

ヘッジ取引の高い取引高につながったと見ている。また，

各国間に金利差があることが，低金利国で借り入れを行

って，高金利国に投資するキャリー・トレードの増加を

もたらしたと見ている。この結果，例えば，低金利のド

ルで調達して，高金利のオーストラリアドルに投資する

と，後者が増価する傾向にあった。さらに，世界中で，

金利を求めるマネーの動きがあった。いわゆる「リアル・

マネー」と呼ばれる年金，保険，事業会社の財務担当者

や，「レバレッジ投資家」と呼ばれるヘッジ・ファンドや

商品先物投資顧問会社（ CTAs: Commodity Trading 
Advisers）が，外国為替を，株式や債券に替わる代替的

な投資対象と考えるようになったことも，取引高が増え

た要因であるとしている。これらの要因は，1998年から

2001年にかけての減少要因であった銀行合併や電子取引

の増加，世界的な企業統合の動きを打ち消すものであっ

た。 

 商品別に見ると，全商品で増加したが，特に，目立っ

たのは，スポットとフォワードであった。為替スワップ

と比較して，これらの商品の取引高が増加した背景には，

ヘッジ需要を上回るモメンタム取引やキャリー・トレー

ドの影響があるとBISは見ている。特に，この減少は，

1992年以降のスポット取引が減少して，スワップ取引が

増加する傾向と反するものである。 

取引の相手先別のシェアの分析では，報告対象金融機

関と非報告金融機関（図表２では，「金融機関（非報告先）」 
 

                                 
1 以下，データは，BIS , ”Triennial Central Bank Survey of Foreign Exchange 

and Derivatives Market Activity in April 2004 - Preliminary global results”, 
September (http://www.bis.org/publ/rpfx04.htm)，および，BIS, ”Triennial 
Central Bank Survey of Foreign Exchange and Derivatives Market Activity 
in 2005”, March (http://www.bis.org/publ/rpfx05.htm) に基づく。 
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図表１ 外国為替市場の取引高（世界） 
外国為替市場の取引高（世界）

（４月の１日平均、１０億米ドル）
1989 1992 1995 1998 2001 2004

スポット 317 394 494 568 387 621
アウトライト・フォワード 27 58 97 128 131 208
為替スワップ 190 324 546 734 656 944
誤差 56 44 53 60 26 107
合計 590 820 1,190 1,490 1,200 1,880
２００４年の為替レート
で計算

650 840 1,120 1,590 1,380 1,880 為替スワップが減少

スポット取引が増加
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（出典：BIS, ”Triennial Central Bank Survey of Foreign Exchange and Derivatives Market Activity in 2005”, March 
(http://www.bis.org/publ/rpfx05.htm), ｐ.5に基づき筆者作成） 

 
と表示）との取引が増加した（28％→33％）。具体的には，

年金や保険会社といった機関投資家の他，ヘッジ・ファ

ンド，商品先物会社，ファンド・マネジャーとの取引が

増加した。これは，ヘッジ・ファンドが減少し，ファン

ド・マネジャーが主体となった前回と対照的な結果であ

った。また，報告対象金融機関どうしの取引（図表２で

は，「インターバンク」と表示）も増加したが，シェアは

59％から53％に下落した。背景には，銀行合併，インタ

ーバンク市場での電子取引の増加がある。報告対象金融

機関と非金融機関との取引は，13％から14％に増加した

（図表２では，「非金融機関」と表示）。 

 

図表２ 外国為替市場の相手先別取引高（世界） 
外国為替市場の相手先別取引高（世界）

（パーセンテージ）
1995 1998 2001 2004

インターバンク 64 64 59 53
金融機関（非報告先） 20 20 28 33
非金融機関 16 17 13 14
国内 46 46 43 38
外国 54 54 57 62

金融機関（非報告先）が増加

インターバンクが減少
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（出典：BIS, ”Triennial Central Bank Survey of Foreign Exchange and Derivatives Market Activity in 2005”, March 
(http://www.bis.org/publ/rpfx05.htm), ｐ.6に基づき筆者作成） 

 
 通貨の相手先では，ドル（89％），ユーロ（37％），円

（20％），ポンド（17％）の順（いずれも200％基準）。通

貨の組み合わせでは，ドル／ユーロ（28％），ドル／円

（17％），ドル／ポンド（14％）の順であった。エマージ

ング市場の通貨は，4.5％から5.2％に微増した。 

 今回の特徴として，多くの国で，75％のシェアを占め

る銀行の数は減少した。したがって，このようなマイナ

ス要因を上回る増加要因があったということになる。 

地理的要因では，イギリス（31％），アメリカ（19％），

日本（８％），シンガポール（５％），ドイツ（５％），香

港（４％），オーストラリア（３％），スイス（３％）と

なった。 

２ OTCデリバティブの取引高（世界） 
 続いて，世界全体の，OTCデリバティブ（外国為替デ

リバティブ，および，金利デリバティブ）の取引状況を

見てみよう。BISの最終報告によれば，2004年４月のOTC
デリバティブの１日当たりの取引高は，2,317（10億米ド

ル，国内，海外での２重計上修正後）で，前回よりも73％

増加した。為替レートを一定としても，51％の増加であ

った。内訳は，外国為替関連の取引が489（10億米ドル）

から1025（10億米ドル）に110％増加し，金利関連のデリ

バティブが前回の853（10億米ドル）から51％増加して，

1,292（10億米ドル）となった（図表３参照）。 

 

（単位：10億米ドル） 

（％） （％）
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図表３ OTCデリバティブの取引高（世界） 
OTCデリバティブの取引高（世界） （１日平均、１０億米ドル）

合計 外国為替 金利
1998 2001 2004 1998 2001 2004 1998 2001 2004

合計（ネット） 1,224 1,342 2,317 959 853 1,292 265 489 1,025
インターバンク 763 826 1,191 614 503 696 150 323 494
金融機関（非報告先） 267 376 871 178 235 421 89 142 450
非金融機関 193 140 248 166 115 169 27 25 79

金融機関（非報告先）が増加
外国為替 外国為替（割合）

金融機関（非報告先）が増加
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（出典：BIS, ”Triennial Central Bank Survey of Foreign Exchange and Derivatives Market Activity in 2005”, March 
(http://www.bis.org/publ/rpfx05.htm), ｐ.15に基づき筆者作成） 

 
外国為替関連のデリバティブ取引高は，前回下落した

が，90年代の上昇率に復帰した。中でも，アウトライト・

フォワードや，為替スワップ取引は，前回，９％下落し

たが，今回は，47％増加して，1,152（10億米ドル）とな

った。また，前回31％下落した通貨オプションが95％増

加し，117（10億米ドル）となった。通貨スワップは，200％

増加して，21（10億米ドル）となった。これらの取引高

増は，ドルの下落による評価基準の影響もあるものの，

通貨を，投資対象の１つとする投資手法の影響が大きい

とBISでは見ている（図表４参照）。 
  

図表４ OTCデリバティブの取引高（世界） 
（４月の１日平均、１０億米ドル）

1995 1998 2001 2004
外国為替（合計） 688 959 853 1,292
アウトライト・フォワー
ド、為替スワップ

643 862 786 1,152

通貨スワップ 4 10 7 21
オプション 41 87 60 117
その他 1 0 0 2
金利（合計） 151 265 489 1,025
FRA 66 74 129 233
スワップ 63 155 331 621
オプション 21 36 29 171
その他 2 0 0 0
合計（含む誤差） 880 1,265 1,385 2,410 オプション・通貨スワップが増加
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（出典：BIS, ”Triennial Central Bank Survey of Foreign Exchange and Derivatives Market Activity in 2005”, March 
(http://www.bis.org/publ/rpfx05.htm), ｐ.16に基づき筆者作成） 

 

（単位：10億米ドル） 

（単位：10億米ドル） 

（単位：10億米ドル） 

（単位：10億米ドル） 
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通貨別では，ドル関連取引が47％増加して，1,154（10

億米ドル）となった。また，ドル／ユーロは，35％増加

して，345（10億米ドル），ドル／円は，31％，ドル／ポ

ンドは，93％増加した。 

金利デリバティブも，全商品で増加した。金利スワッ

プは，88％増加して，621（10億米ドル）となり，FRA
は，81％増加して，233（10億米ドル），金利オプション

は，490％増加して，171（10億米ドル）となった。 

OTCの外国為替関連デリバティブ取引，および，OTC
の金利デリバティブ取引の残高（2004年６月末）で見る

と，合計金額は，前回調査よりも120％増加して，220兆

（報告会社どうしの二重計上の調整後）ドルとなった。

取引高の場合と同様に，外国為替関連のものよりも，金

利関連の商品の増加率が高かった。外国為替関連商品は，

134％増加して，177兆ドル，金利関連商品は，54％増加

して，32兆ドルであった。 

また，主要市場の１営業日平均取引高における日本の

順位は，外国為替取引で前回同様の３位，OTCデリバテ

ィブ取引では，前回の７位から６位となった（図表５参

照）。 

 
図表５ 主要市場の１営業日平均取引高 

外為取引 （単位：１０億米ドル）

1998 2001 2004
1 英国 637 32.5% 英国 504 31.2% 英国 753 31.3%
2 米国 351 17.9% 米国 254 15.7% 米国 461 19.2%
3 シンガポール 139 7.1% 日本 147 9.1% 日本 199 8.3%
4 日本 136 6.9% シンガポール 101 6.2% シンガポール 125 5.2%
5 ドイツ 94 4.8% ドイツ 88 5.5% ドイツ 118 4.9%
6 スイス 82 4.2% スイス 71 4.4% 香港 102 4.2%
7 香港 79 4.0% 香港 67 4.1% オーストラリア 81 3.4%
8 フランス 72 3.7% オーストラリア 52 3.2% スイス 79 3.3%
9 オーストラリア 47 2.4% フランス 48 3.0% フランス 64 2.7%

10 オランダ 41 2.1% カナダ 42 2.6% カナダ 54 2.2%
（注)調査対象は、日本銀行を含む世界５２ヶ国・地域の中央銀行等により、約１，２００の金融機関を対象に実施。

デリバティブ取引

（単位：１０億米ドル）
1998 2001 2004

1 英国 171 36.0% 英国 275 36.0% 英国 643 42.6%
2 米国 90 18.9% 米国 135 17.7% 米国 355 23.5%
3 シンガポール 46 9.7% ドイツ 97 12.7% フランス 154 10.2%
4 日本 42 8.8% フランス 67 8.8% ドイツ 46 3.0%
5 ドイツ 34 7.2% オランダ 25 3.3% イタリア 41 2.7%
6 スイス 16 3.4% イタリア 24 3.1% 日本 39 2.6%
7 香港 11 2.3% 日本 22 2.9% ベルギー 32 2.1%
8 フランス 7 1.5% スペイン 21 2.7% オランダ 22 1.5%
9 オーストラリア 6 1.3% スイス 15 2.0% オーストラリア 18 1.2%

10 オランダ 6 1.3% ベルギー 14 1.8% スイス 18 1.2%

 

（出典：日本銀行金融市場局，2004，「外国為替およびデリバティブ取引に関する中央銀行サーベイについて（2004年４月中 取引高調査）：

日本分集計結果」，９月29日，ｐ.12に基づき，筆者作成） 

 

３ 外国為替の取引高（日本）2 
BISの報告書では，各国市場ごとの取引高についても

分析している。日本について見ると，外国為替取引は，

１日当たり1,989億ドルとなった。これは，前回調査より，

35％増加したことになる。全体の増加に比較して，日本

の増加率はやや低く，全世界でのシェアは，9.1％から

8.3％に低下した。取引相手先別では，インターバンク取

引も増加したが（前回比11.7％増加），対顧客取引がより

増加（前回比156.3％増加）した。 

商品別では，為替スワップ（前回比38.0％増加），スポ

ット取引（前回比44.1％増加）が増加した（図表６参照）。

前回調査と比較して，外資系金融機関のシェアが42.7％

増加し，全体として，外資系金融機関のシェアが71.1％

に達した。また，インターバンク，対顧客取引のいずれ

でも，外資系金融機関のシェアが増加した。通貨別シェ

アでは，ドル／円，ユーロ／ドルのシェアが減少し，反

対に，ドル／円，ユーロ／ドル，ユーロ／円以外の通貨

のシェアが7.4％増加し，20.8％となった。 

 また，インターバンク取引に占めるブローカー経由の

取引が増加した。さらに，世界全体の調査と同様に，取

引先上位10社，20社の占めるシェアが増加した。 

                                 
2 以下，データは，日本銀行金融市場局，2004，「外国為替およびデリバ

ティブ取引に関する中央銀行サーベイについて（2004年４月中 取引

高調査）：日本分集計結果」，９月29日（http://www.boj.or.jp/stat/stat_f.htm）

に基づく。 

４ OTCデリバティブの取引高（日本） 
最後に，日本のOTCデリバティブの取引状況を見てみ

よう。金利関連取引と外国為替関連取引を合計したOTC
デリバティブの１日平均取引高は，394（億米ドル）と，

前回調査より81.8％増加した（図表７参照）。金利関連で

は，金利スワップが75.2％増加し，金利オプションが

301.3％増加した。 

金利デリバティブを商品別で見ると，日系，外資系金

融機関ともに，円金利関連が全体の８割を占めている。

外国為替関連のデリバティブを通貨別で見ると，日系，

外資系金融機関ともに，円金利関連が全体の８～９割を

占めている。金融機関別で見ると，金利関連では，外資

系金融機関が281.3％増加，外国為替関連取引では，

63.4％増加した。この結果，金利・外国為替関連のデリ

バティブ取引全体に占める外資系金融機関のシェアが

187.5％増加し，OTCデリバティブ全体に占めるシェアが

50.6％となった。 

相手先別では，対顧客取引が201.3％増加した。取引集

中度では，上位10社，20社の占めるシェアが増加した。 

 
５ おわりに 
本稿は，デリバティブ商品の概要と，海外投資家の動

向を整理し，同時に，本邦株式市場における海外投資家

のデリバティブ取引状況，および，市場別，商品別デリ

バティブ残高に関するBISの調査を検討したものである。 
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図表６ インターバンク取引・対顧客取引の取引形態別１営業日平均取引高 

   

（単位：億米ドル、％、＜＞内はシェア）
１９９８年４
月中

シェア 増減率
２００１年４
月中

シェア 増減率
２００４年４
月中

シェア 増減率 為替スワップの取引高が多い。

インターバンク取引合計 1,080 <100.> ▲ 8.8 1,227 <100.> 13.6 1,371 <100.> 11.7
スポット(IB) 466 <43.1> 8.0 278 <22.7> ▲ 40.3 313 <22.8> 12.5
フォワード(IB) 77 <7.1> 2.2 107 <8.7> 38.2 46 <3.4> ▲ 56.9
為替スワップ(IB) 537 <49.7> ▲ 20.8 842 <68.6> 56.9 1,012 <73.8> 20.2
対顧客取引合計 278 <100.> ▲ 35.0 241 <100.> ▲ 13.4 619 <100.> 156.3
スポット(C) 107 <38.5> ▲ 13.3 89 <37.1> ▲ 16.2 217 <35.1> 142.3
フォワード(C) 97 <34.9> 5.4 91 <37.6> ▲ 6.9 167 <27.> 84.0
為替スワップ(C) 74 <26.6> ▲ 65.0 61 <25.3> ▲ 18.0 235 <38.> 284.1
合計 1,358 <100.> ▲ 15.8 1,468 <100.> 8.1 1,989 <100.> 35.5
スポット(合計) 573 <42.2> 3.3 368 <25.> ▲ 35.8 530 <26.6> 44.1
フォワード(合計) 174 <12.8> 4.0 197 <13.4> 13.1 213 <10.7> 7.8
為替スワップ(合計) 611 <45.> ▲ 31.4 903 <61.5> 47.8 1,246 <62.6> 38.0
（注）「インターバンク取引」とは、調査対象機関同士の取引。
　　　｢対顧客取引」は、それ以外の取引（調査対象金融機関と対象外機関、および、非金融機関顧客との取引）。
　　　「取引高シェア」とは、「インターバンク取引」、「対顧客取引」、「合計」に占める当該取引形態の取引高シェア。
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（出典：日本銀行金融市場局，2004，「外国為替およびデリバティブ取引に関する中央銀行サーベイについて（2004年４月中 取引高調査）：

日本分集計結果」，９月29日，ｐ.5に基づき，筆者作成） 
 

図表７ わが国デリバティブ市場の取引形態別１営業日平均取引高 

（単位：億米ドル、％、＜＞内はシェア）
１９９８年４
月中

シェア
２００１年４
月中

シェア
２００４年４
月中

シェア 増減率 金利スワップのシェアが多い。

金利関連デリバティブ取引 316 <75.2> 158 <72.6> 309 <78.4> 96.1
FRA（金利先渡） 10 <2.3> 11 <4.9> 4 <.9> ▲ 66.4
金利スワップ 176 <41.9> 126 <58.> 220 <55.9> 75.2
金利オプション 130 <31.> 21 <9.8> 85 <21.6> 301.3
外為関連デリバティブ取引 104 <24.8> 60 <27.4> 85 <21.6> 43.6
通貨スワップ 11 <2.7> 6 <2.6> 10 <2.5> 69.4
通貨オプション 93 <22.1> 54 <24.7> 75 <19.2> 40.9
デリバティブ取引合計 420 <100.> 218 <100.> 394 <100.> 81.8
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（出典：日本銀行金融市場局，2004，「外国為替およびデリバティブ取引に関する中央銀行サーベイについて（2004年４月中 取引高調査）：

日本分集計結果」，９月29日，ｐ.8に基づき筆者作成） 
 

 分析の結果，日本市場におけるデリバティブ取引に関

するいくつかの特徴が浮かび上がった。最も大きな特徴

は，近年，日本市場では，諸外国と比較して，為替スワ

ップ取引が多いということである。 

 これは，邦銀のジャパン・プレミアムと関係がある。

邦銀のジャパン・プレミアム（本邦と外国での邦銀のリ

スク・プレミアムの差）は，為替スワップ取引を通じて，

外銀が，日本市場でのマイナス金利で資金調達すること

を可能にし，彼らは，当座預金の残高を増やすだけで，

プラスの収益を上げることができている。 

  日銀の分析によれば，ジャパン・プレミアムの状況は，

1997年，1998年ほどの大きさではないが，リスク・プレ

ミアムの差自体は，恒常的に観察されている。もっとも，

銀行の内外プレミアム格差は，どの国の銀行でも見られ

る現象である。日本の場合，国内のゼロ金利政策が，そ

のような状況を顕在化させるのに一役買っているとの指



(  6  ) 平成17年(2005年) 12 月 15 日(木) 

 
 

摘は，注目するべきである
3
。このような一種の裁定取引

は，本来は，裁定利益がなくなれば消滅するはずである

が，日銀の当座預金残高が上限となって，恒常的に外銀

が利益を得る状況を生み出している可能性がある。 

 また，本邦の外国為替市場，および，OTCデリバティ

ブ市場において，外資系企業のシェアが，外国為替取引

では，約70％，OTCデリバティブでも約50％を占めてい

ることが分かった。 

 さらに，最近のデリバティブ市場では，カレンシー・

オーバーレイといった投資戦略の影響で，為替そのもの

をオールタナティブな投資対象とみなす動きがあり，取

引高の増加を招いているとのことである。これらの動き

が，本レポート（2005年６月15日）でも指摘した「ヘッ

ジ・ファンド規制と市場流動性」の問題を引き起こす可

能性があることは言うまでもない。 

それは，一言で言えば，レバレッジを利用する取引が

市場全体で増えたからと言って，社会全体のリスク量が

増えたということにはならないということである。デリ

バティブは，ゼロサムのゲームであり，デリバティブ取

引の高いリターンは，高いリスクの裏返しでもある。し

かし，デリバティブの取引高が増加したからといって，

必ずしも，市場全体のリスク量は増えていないのである。

もっとも，レバレッジ商品の増加が，倒産コストの増加

                                 
3 詳細は，西岡慎一，馬場直彦，2004，「量的緩和政策下におけるマイナ

ス金利取引：円転コスト・マイナス化メカニズムに関する分析」，『日

本銀行ワーキングペーパシリーズ』 

 (http://www.boj.or.jp/ronbun/04/data/wp04j10.pdf），日本銀行金融市場局，

2005，「短期金融市場におけるマイナス金利取引」，１月５日

(http://www.boj.or.jp/ronbun/05/data/ron0501a.pdf）参照。 

を通じて，社会的なコストを増加させる可能性は否定で

きない。いずれにしても，我々は，引き続き，デリバテ

ィブの取引高の推移を見守る必要がある。 
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１．ＲＮプライム指数構成銘柄の一部変更 
Russell/Nomura Primeインデックス（ＲＮプライム指数）構成銘柄について，定期見直しに伴い，平成17年12月１日(木)
に以下のとおり一部入替えを実施することについての発表がありましたので，お知らせいたします。 

 

適用：平成17年12月１日(木) 
除外銘柄 追加銘柄 

コード 銘   柄   名 コード 銘   柄   名 

1661 関東天然瓦斯開発 1880 スルガコーポレーション 

1926 ライト工業 2109 三井製糖 

1950 日本電設工業 2337 アセット・マネジャーズ 

1982 日比谷総合設備 2385 総合医科学研究所 

2004 昭和産業 2432 ディー・エヌ・エー 

2370 メディネット 2433 博報堂ＤＹホールディングス 

2594 キーコーヒー 2759 テレウェイヴ 

2799 ネクサス 2792 ハニーズ 

3315 三井鉱山 3001 片倉工業 

3715 ドワンゴ 3433 トーカロ 

4092 日本化学工業 3514 日本バイリーン 

4215 タキロン 3587 アイ ビー ダイワ 

4526 理研ビタミン 4314 ダヴィンチ・アドバイザーズ 

4559 ゼリア新薬工業 4788 サイバー・コミュニケーションズ

4643 コナミスポーツ 4849 エン・ジャパン 

4966 上村工業 5632 三菱製鋼 

5911 横河ブリッジ 5721 エス・サイエンス 

6335 東京機械製作所 5726 住友チタニウム 

6368 オルガノ 5856 東理ホールディングス 

6704 岩崎通信機 6269 三井海洋開発 

6800 ヨコオ 6423 アビリット 

6875 メガチップス 6463 帝国ピストンリング 

6910 日立メディコ 6675 田村大興ホールディングス 

6935 日本デジタル研究所 6728 アルバック 

6939 ユー・エム・シー・ジャパン 6766 宮越商事 

6941 山一電機 6793 山水電気 

6947 図研 7238 曙ブレーキ工業 

6974 日本インター 7739 キヤノン電子 

7421 カッパ・クリエイト 8051 山善 
  

 

除外銘柄 追加銘柄 

コード 銘   柄   名 コード 銘   柄   名 

7579 オリジン東秀 8074 ユアサ商事 

7645 日本トイザらス 8173 上新電機 

7756 日本電産コパル 8192 シグマ・ゲイン 

7898 ウッドワン 8206 アポロ・インベストメント 

7955 クリナップ 8237 松屋 

7969 タカラ 8338 関東つくば銀行 

8032 日本紙パルプ商事 8374 三重銀行 

8196 カスミ 8424 芙蓉総合リース 

8217 オークワ 8563 大東銀行 

8278 フジ 8697 大阪証券取引所 

8529 第三銀行 8699 エイチ・エス証券 

8541 愛媛銀行 8701 イー・トレード証券 

8836 ヒューネット 8703 カブドットコム証券 

9436 沖縄セルラー電話 8821 立飛企業 

9841 ＢＭＢ 8844 リクルートコスモス 

9873 日本ケンタッキー・フライド・チキン 8879 東急リバブル 

9887 松屋フーズ 8882 ゼファー 

   8888 クリード 

   8902 パシフィックマネジメント 

   8914 エリアリンク 

   8922 アイディーユー 

   9474 ゼンリン 

   9543 静岡瓦斯 

   9633 東京テアトル 

   9653 ＳＢＩパートナーズ 

   9948 アークス 

   9956 バロー 
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